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はじめに
　本稿は、ライフデザイン学部生が
ボランティアとして運営に携わって
いる「子ども大学あさか」の概要と
活動経過を紹介する。共同執筆者の
仲野は学部生時代から５年間に亘り
「子ども大学あさか」にボランティ
アとして参加し、様々な経験をする
ことができた。仲野の５年間の活動
のまとめとして、本事業の成果と課
題、ライフデザイン学部生の活動意
義について考察させていただく。
　「子ども大学あさか」は、埼玉県
教育局・朝霞市教育委員会・（社）
朝霞青年会議所及び東洋大学の四者で実行委員会を組織し、平成23年４月に東洋大学朝霞キャンパス
にて埼玉県内８ヶ所目の子ども大学として開校した。子ども大学あさか実行委員会は毎年12月にメン
バーの入れ替わりがあり、本稿執筆時には第５期のメンバーでの活動が終了したところである。この
子ども大学あさかの活動には、延べ200名近いライフデザイン学部の学生がボランティアとして参加
しており、その多くが単年度ではなく複数年度で関わっている。本稿が、子ども大学あさか関係者及
びライフデザイン学部生の今後の活躍への一助となれば幸いである。
　　　＊東洋大学大学院　福祉社会デザイン研究科　ヒューマンデザイン専攻　博士前期課程２年
　　＊＊子ども大学あさか学長（東洋大学ライフデザイン学部長）
　＊＊＊子ども大学あさか実行委員長
写真１　子ども大学あさか入学式の様子
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１．子ども大学とは
　子ども大学は2002（平成14）年にドイ
ツのチュービンゲン大学で始まり、ヨー
ロッパへと広まった。日本では2009（平
成21）年３月に「子ども大学かわごえ」
が誕生している。埼玉県では、この子ど
も大学かわごえの取組を参考モデルと
し、平成22年度から子どもの学ぶ力や生
きる力を育むとともに地域で子どもを育
てる仕組みを創るため、子ども大学の開
校を推進しており、現在では埼玉県内各
地へと広まっている。平成27年度には埼
玉県内全63市町村のうち61市町村、49校が開校予定（平成27年８月19日現在）となっており、その拡
大の様子がわかる。埼玉県では、子ども大学の推進を「元気な地域を創造する子ども大学推進事業」
として位置付けており、その目的は①子どもの学ぶ力や生きる力の向上②大学やNPOなどの連携に
よる地域の教育力の向上、へと大別される。（１）子ども大学では、小学校４年生から６年生までを
対象とし、ちがう学校、学年の子ども達が本物の大学のキャンパスなどで学ぶ大学のことであり、学
校や家庭で教わらないことを、大学の教員や専門家がわかりやすい授業を行っている。子ども達の
「なぜ？」をテーマに、①ものごとの原理や仕組みを追求する「はてな学」②地元の文化や歴史を知
る「ふるさと学」③自分を見つめ人生や将来について考える「生き方学」を３本の柱としている。そ
の他では、学んだ成果の発表や社会体験活動等を行う「学園祭」を実施している子ども大学もある。
２．朝霞市・子ども大学あさかの概要
２-１　朝霞市の概要
　朝霞市は埼玉県南西部地域に位置し、東京都練馬区と隣接している。市の中央を南北に東武東上線
が、東西にJR武蔵野線が通っており、都心から約20km圏という立地条件に恵まれており、現在も人
口は増加傾向にある。人口合計（135,556人）と世帯数（61,616世帯）から（平成27年10月現在）は、
核家族や単身が多いことも伺える。平成２年には10万都市の仲間入りを果たし、教育分野にも大きく
力を入れている。
２-２　子ども大学あさかの概要
　子ども大学あさかは、朝霞市内の小学校４年生から６年生までを対象に募集をかけ毎年100名近い
応募がある。内容・形態から定員70名となっているので抽選を行い70名が参加している。子ども達
は、５月に入学式を行い、東洋大学の教員や各分野で活躍する講師の講義を６～８回受講し、11月に
修了式を迎える。例えば、浮力について学習した後、ペットボトルでいかだを作り実際に川で乗って
図１　平成27年埼玉県子ども大学開校状況
出典：埼玉県HP（平成27年8月19日現在）
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みたり、地元の朝霞消防署救急隊から命
の大切さ、埼玉りそな銀行の職員からお
金の大切さについて学んだりしている。
第２期では子ども達が講義の中で作成し
た「朝霞市車いす探検マップ」が「2012
彩の国環境地図作品展（主催：彩の国環
境地図作品展実行委員会）」にて努力賞
を受賞している。第５期ではブラインド
サッカー日本代表の加藤健人さんから目
の見える人と見えない人とのコミュニ
ケーションのあり方や、公益財団法人動
物環境・福祉協会Eva理事長で女優の杉本彩さんからご自身の体験をもとに、ペットを飼うことの大
変さや動物の置かれている厳しい環境についてなど様々なことを学んだ（表１）。
２-３　ミニあさかについて
　子ども大学あさかでは、毎回の講義
後に「子ども会議」を行い、１年間の
集大成となる「ミニあさか」の準備を
進めている。第１回目の子ども会議で
学園祭「ミニあさか」について説明し、
子ども達が自分たちで創り上げる「ま
ち」だという理解を促す。その後、子
ども達は子ども会議で「理想のまち」
についての考えをまとめ、その理想の
まち「ミニあさか」を目指してみんな
で協力して作業を進めていく。初めて
会った同年代の周りの子ども達との交
流を通じて、大学生のサポートを受け
ながら話しやすい雰囲気で様々な意見を出し合い、子ども達の理想のまちについて考えをまとめてい
く。１年間継続して同じメンバーで取り組むからこそ、楽しく充実した活動となり子ども達の成長の
一助となっている。（２）
　「ミニあさか」は毎年多くの子ども達が楽しみにしており、当初は当日受付により1000人近い来場
者があったため、第３回からは事前の予約制となり700名の小学生が参加している。「ミニあさか」は
子どもの創る子どものまちであり、スタッフとして登録した大人と大学生ボランティアを除き、小学
生しかまちの中には入れない仕組みになっている。「ミニあさか」では、子ども達の創った小さなま
ちを実体験できるだけではなく、自分で働き、自分で決めて行動することができる子ども主役のまち
で、子ども達は１日たっぷり楽しむことができる。（３）「ミニあさか」は、入場時にミニあさか市役
写真2　講義中の子ども達の様子
写真3　子ども会議の様子
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所（受付）で参加費（500円）を支払い、市民登録を行いミニあさか通貨であるサイカと市民カード
を受け取る。「ミニあさか」で遊びサイカがなくなったら、ハローワークで仕事を探し、それぞれの
お店（表２）で働き、店長の勤務証明を貰い銀行へ行くと給料を受け取ることができる。いろいろな
お店で仕事を体験する子どもや、稼いだサイカで楽しむ子どもなど様々な子ども達の様子をみること
ができる。また、「ミニあさか」を開催するにあたり、地域の様々な企業が協賛という形で協力して
いる。子ども達の昼食となる飲食ブースや体験ブースであったり、準備における物品の協賛であった
りと、様々な形で「ミニあさか」へと毎年多くの地元の人たちが協力し、この活動を支えている。
表2　平成27年度第５期子ども大学あさか「ミニあさか」店舗例
カテゴリ 店舗
公共機関 市役所・警察・放送局・銀行・ハローワーク　など
飲食ブース 焼きそば・カルビビビンバ・タコライス　など
製造・クラフト アクセサリー・貯金箱・スタンプ・キーホルダー　など
ゲーム もぐらたたき・射的・宝探し・ボーリング・皿回し　など
その他 雑貨屋・掃除隊　など
表1　平成27年度第５期子ども大学あさか年間スケジュール
日程 内容
１ ５月23日（土）
入学式
【生き方学】
「ブラインドサッカーを体験！ともに生きる心を育もう」
ブラインドサッカー日本代表選手　加藤健人さん
２ ６月13日（土）
【はてな学】
「けんちく体操」～じぶんのからだで『けんちく』を表現しよう～
東洋大学ライフデザイン学部准教授　仲綾子先生
３ ７月11日（土）
【生き方学】
「小さないのちを守るために」～人と動物がともに生きる社会～
公益財団法人動物環境・福祉協会Eva理事長、女優　杉本彩さん
４ ８月29日（土）
【生き方学】
「お金の教室」～お金や銀行について勉強しよう！～
埼玉りそな銀行
５ ９月５日（土）
【はてな学】
「コーディネーショントレーニングを体験してみよう！」
～運動神経がよくなるかも～
東洋大学ライフデザイン学部准教授　岩本紗由美先生
６ 10月18日（日）
【学園祭】
子どもがつくるまち～ミニあさか～
※10月17日（土）は前日準備を行います
７ 11月21日（土）
修了式
【ふるさと学】
「きみたちに伝えたい朝霞物語」
朝霞第三中学校教諭　中條克俊さん
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３．大学生ボランティアの活動の背景と概要
３-１　大学生ボランティアの活動の経緯と概要
　子ども大学あさかにおいて大学生ボランティアの存在は今や欠かせないものになっている。第１期
ではライフデザイン学部人間環境デザイン学科の学生を中心に有志が集まりボランティア団体を組織
していた。しかし第２期になると、ライフデザイン学部の学生団体であるイベント実行委員会と学生
ボランティアセンターを中心とした組織へと変わった。これは、子ども大学に１年間継続して同じメ
ンバーが関われるように、また後輩へと引き継ぎを行い次の代へとしっかりと継続することができる
ようにするためである。
　大学生ボランティアは、子ども大学あさかの各講義における準備、受付、誘導などを行い、子ども
達が主体的に活動を行えるよう「手伝う」というスタンスで安全に体験的授業を受講できるよう注意
を払っている。学園祭「ミニあさか」では、子どもが主役となって「理想のまち」をつくり、店舗な
どを運営して、職業や市民活動の疑似体験をする。その活動を成功に導くために「子ども大学あさ
か」の講義後に行う「子ども会議」において、大学生ボランティアが、子ども達の持つ力を引き出
し、また、子ども達の主体性を損なわないように配慮しながら、「ミニあさか」実施に向けて、全面
的にサポートしている。どういうまちをつくりたいか、どういう施設・お店が必要か、何を準備した
らよいか、通貨のデザインなど、子ども達へ毎回課題を出し、子ども達が考えてきた課題の回答をも
写真4　ミニあさか会場の様子 写真5　ミニあさか終了後の集合写真
写真6　ミニあさかの話し合いの様子 写真7　活動紹介の様子
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とに、子ども会議で十分な議論を重ねて、まちをつくりあげていく。決定事項及び懸念事項は、子ど
も大学あさか実行委員会で報告され、子ども達が安全に楽しく過ごせるまちづくりのために万全の注
意を払い、「ミニあさか」の成功に貢献している。（４）また、これら１年間の活動は、研究発表とし
てまとめ、東洋大学の大学祭（朝華祭）にて発表している。この場は、子ども大学あさかを修了した
あとの子ども達との交流の場にもなっており、活動の継続性を今後も検討することができるのではな
いだろうか。
３-２　大学生ボランティアの活動意義
　「子ども大学あさか」終了後に保護者に向けて行ったアンケートでは、「大学の雰囲気を感じなが
ら、小学校や家庭ではできない貴重な体験をさせてもらった」、「これからも地域と大学が連携し子ど
も大学を続けてほしい」などの感想をいただいた。また、参加した子ども達からは、「最初、大学生
は怖いかなと思ったがとても優しかった」、「大学生と友だちになれてうれしかった」など、大学生に
対する好意的な感想がいくつも寄せられている。小学生にとって、日常的に大学生と交流する機会は
ほとんどないため、長期にわたり大学生とコミュニケーションをとり、一緒に活動する機会を持つこ
とは、これらの子ども達や保護者の声にあるようにまずはそれだけでも大きな意義があるといえる。
多くの大学生に接することにより、子ども達の学ぶことへの意欲を刺激したり、協調性を培ったりす
るなどの利点は多く、大学生ボランティアも、子どもたちの成長の助けとなるよう子どもに積極的に
かかわり、交流している。（５）
　「子ども大学あさか」では、和やかな雰囲気の中、子ども達と大学生ボランティアのお互いの触れ
合いを大切にしており、大学生ボランティアは子どもたちに積極的にかかわることにより、世代を超
えた活発な交流を持ち経験を積むことができる。実際の活動を見て、ボランティアとして協力してく
れる大学生も少なくない。この活動を通して、大学生ボランティアは、自ら学び、企画力、調整力な
どの力を身につけることができた。ライフデザイン学部では、教員や保育士として働きたいと資格取
得を目指す学生も多く、今後の就職活動、将来就く仕事にも大きく役立っている。また、兄弟や近所
付き合いの少なくなっている昨今、子どもをどう育てたらよいか、子どもの気持ちをどう感じ取った
らよいかなどについても、この「子ども大学あさか」の活動の中で、子ども達と触れ合うことから学
んでいる。活動全般を通じて保護者や地域にも東洋大学を知ってもらう機会となっており、地域に根
付いた大学教育活動への一助ともなっている。
　平成27年に第５期の大学生ボランティアをとりまとめた、代表・副代表からの話を紹介する。
平成27年　第５期子ども大学あさか　大学生ボランティア　代表
『大学生ボランティアが子ども達と関わって』
　子どもと関わることがあまりない私にとって、子ども大学あさかはとても良い経験でした。私たち
は、どのようにしたら子ども達が力を出せるのかを考え、子ども達にとって「子ども大学あさか」が
心に残るものとなり、今後の自分の将来へと繋げていってもらえたらという思いで活動してきまし
た。最初は子ども達もなかなか自分の思いや意見を伝えることができない様子で、話しやすくなるよ
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うに大学生が必要に応じてサポートし、困った時には頼れるお兄さんやお姉さんでいられるように努
めました。子ども達をサポートしていた私たちですが、逆に子ども達の発想力や行動力に驚かされる
場面が数多くあり、お互いに得るものはとても多かったのではないかと思います。今後も多くの大学
生ボランティアが、新しい子ども達と次の「子ども大学あさか」を創り上げていってもらいたいと思
います。
平成27年　第５期子ども大学あさか　大学生ボランティア　副代表
『子ども大学あさかを創る多くの人と関わって』
　１年間、大学生という立場で様々な役職の方と関わりを持つ中で感じたことは、長年の繋がりがあ
り、関係性が築き上げられているからこそ、この第５期子ども大学あさかが成り立っているというこ
とでした。第５期の実行委員会メンバーだけではなく、それまで携わっていた方々が様々な形で協力
してくださったことで、子どもが知的好奇心を追及していくための講義、そして学園祭である「ミニ
あさか」を行うことができたのだと思います。また、「子どものために」出来ることは何かというこ
とについて、多角的な視点を獲得することができました。私は大学で保育を学んでおり、子ども達の
希望をなるべく多く取り入れた活動にしていきたい、という今現在の子ども目線で物事を考えていま
した。しかし地域に根付いた活動を行うことで子ども達が中学生、高校生と成長した後も朝霞のこと
が好きでいられるようにという思いを持たれている方もいて、様々な方向から子ども達へのアプロー
チが可能なのだということを知ることができました。
　大学生からは、やはり子ども達のサポートをしていても、自分たちが得たものも多くあるという意
見が聴かれた。またこの活動が継続されることの大切さ、築き上げられてきたものの大きさについて
も知ることができた。仲野も学部生時代には、第２期の大学生ボランティアの代表を務め、大学院生
の時には講師として「身近な福祉？朝霞の福祉！」のテーマで講義を行っており、「子ども大学あさ
か」から多くのことを学んだ１人の学生である。
　
　これら多くの活動が評価され、平成24年の第２期にはライフデザイン学部として、平成27年の第５
写真8　埼玉・教育ふれあい賞受賞式 写真9　朝霞市長表敬訪問
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期には子ども大学あさか実行委員会として県の「埼玉・教育ふれあい賞」を受賞している。第５期の
受賞の際には、朝霞市長に受賞の報告のため表敬訪問している。５年間に亘る活動で「子ども大学あ
さか」も地域に根付きつつある。また東洋大学の学内では、「社会貢献者表彰」で教育活動、青少年
の育成分野で第３期・第４期と２度団体として表彰されており、学内でも一定の評価を得ている。
まとめ　
４-１　今後の展望
　これまでの活動が一定の評価を受け、今後は活動の継続が課題として挙げられる。大学生ボラン
ティアは、平成27年の第５期に「キッズプロジェクトあさか」という新しい団体を新設した。これは
団体であるイベント実行委員会の負担軽減と、独自の活動を継続して行っていくためである。子ど
も大学あさか実行委員会でも、活動の継続は度々議論されており、こちらも平成27年の第５期から
NPO法人「アンサーズネット」が立ち上がり、単年度制とならないような対応がとられた。今後も、
東洋大学・朝霞市教育委員会・朝霞青年会議所・NPO法人アンサーズネットの四者で協力して継続
的な活動を展開することが望まれる。大学生ボランティアも子どもと関わるのはもちろんのこと、関
係する様々な人と関わることで多くのことを学び、自分の将来に活かすことができたらよいのではな
いだろうか。
４-２　まとめ
　「子ども大学あさか」はこれまで多くの子ども達が修了してきた。同時に、大学生ボランティアと
して関わっていた多くの大学生も卒業を迎えている。１年しかできなかった学生、４年間やり通した
学生、期間の長短は様々だが、多くの大学生が子どもと触れ合い大学生同士で意見を出し合い、様々
な立場の大人と協力しながら活動を行ってきた。本論の中でも触れたが、まずは、子ども達や保護者
からの数多くの感謝の言葉が活動を意義あるものだったと評価してくれている。実際に子ども達が一
定の満足度を得て修了を迎えられるのは、大学生ボランティアが子ども達と触れ合って活動をしてき
た賜物ともいえよう。朝霞市にあ
る東洋大学という学び舎で、多く
の子ども達が擬似大学生体験を
し、大学へ、そして大学生にと憧
れを抱く。また子ども達だけでは
なく、子ども達と関係団体の大人
と関わることで大学生ボランティ
アも多くのことを学んでいる。仲
野も子ども大学あさかに関わって
５年になるが、毎年子どもの自由
な発想や行動力には驚かされるば
かりである。さらには青年会議所写真10　ミニあさか直前の意気込みの様子
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やNPO法人アンサーズネットなど地域団体の地域における福祉教育への熱意にも驚かされる。子ど
も達も、大学生も、大人も、お互いに影響しあえる環境が整っている。
　東洋大学という学び舎に、子ども達が入り込み、子ども達に身近な大学生がサポートし、大人が
バックアップする。この、先に挙げた四者で子ども達について真剣に議論しあう中で大学生の活動意
義は次々と生まれてくるのではないだろうか。昨今受け身と言われる大学生であるが、子どもと関わ
り大人と関わり、積極性や自主性が自然と身についていく。大学生も教室で学べないその多くをここ
で学ぶことができている。今後継続されていくこの活動の中で、次々と新たな活動意義が見出されて
いくだろう。
【引用】
（１）平成26年度第２回子ども大学推進会議　資料２
（２）子どものための大学―日本初の子ども大学―，2014，NPO法人子ども大学かわごえ編，勉誠出版，p151
（３）同上p149
（４）平成25年度東洋大学社会貢献者表彰「子ども大学あさか」報告書，（活動していて感じたこと、苦労したこ
と）
（５）同上，（活動の成果）
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